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クライアント・サーバーにおける検索キャッシュの提案

長田弘康

鉄道総合技術研究 OA開発推進部

OA等のアプリケーシヨンは、データペーユをアクセJえするサーバーとGUIを担当するクライ

エントから構築されるのが通常である.GUIの進展に伴い、リストボックスに件名を表示するよ

うな簡単な検察をサーバーに投げるような例が多〈なりつつある.そこで、サーバーからの偵寂

締果をクライエントにキャッシュする方式を考案した.サーバーにあるデータペースの変更部分

は各テープルに対する更新した腹を示す番号が必要となった.クライアント側には、テープルの

版~検察に使用したコマンド(SQLおど検察結果のキャッシユが必要となった.

本能案では、この検察キャッシュの具体的なアルゴリズムを示す.

1 .はじめに

OA等のアプリケーションは、データ

ベースをアクセスするサーバーとGUIを担

当するクライエントから構成されるのが通

常である。このようないわゆるクライアン

ト・サーバーアプリケーションでは、前記

したような典型的な例ばかりではなく、

サーバー側にロック機能等、クライアント

側に置くとアクセスが轄鞍するよなプログ

ラムを置く場合もある。または、かなりの

部分をアプリケーションをサーバーに置く

という考え方も成り立つ。

当所では、このようなクライアント・

サーバー型のアプリケーションで日常の業

務を支援する統合OAシステムを作成/運

用/保守をしている。統合OAを開発した

経験では、システムの汎用性を高めるため

に、クライアント・プログラムの中にコー

ドを埋め込むのではなく、サーバー上にあ
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るデータベースをコード表を取り出すため

に検索するようなことがしばしばある。た

とえば、メーノレを出すのに所属個所コード

と所属個所名のテーブルー覧を表示され、

選択させ、次に、所属個所コードに属する

職員コードに対する職員名の検索結果一覧

等を表示させ、選択されるというようなも

のが典型例である。

このようなほとんど変化しないデータ

ベースも、毎回検索することは効率的では

ない。しかし、クライアント・プログラム

にコード衰を持たせるのも保守上問題があ

る。別の解法としては、クライアントと

サーバーが同じレベルに属するとして分散

デ}タベースとして、 2フェーズコミット

を実装することも考えられる。しかし、そ

うすると、各クライアントにもデータベー

スを持つということになり、かつ、クライ

アントも常時電源を入れて置かなければな

らなく、また、クライアントの数を考える

と実用的ではない。

そこで、サーバーからの検索結呆をクラ

イエントにキャッシュする方式を考案した。



サーバーにあるデータベースの変更部分は

各テーブルに対する更新した版を示すパー

ジョン番号を持つパージョン表が必要と

なった。クライアン-ト側には‘キャッシュ

を管理するためのファイル(キャッシュ情

報ファイル)と検索結果のキャッシュファ

イノレが必要となった。キャッシュ情報ファ

イノレのレコードは、検索に使用したコマン

ド (SQ.L文)と、そのコマンドで参照し

たテーブルのパージョン番号(複数)と検

索結果のキャッシュファイル名である。

2.本方式のために必要となる

データベース等の変更点

サーバー側では、データベースに各表の

ノ〈ージョンを記憶するための新たな表

(パージョン表)が必要となる。このバー

ジョン表の列は表名とパージョン番号から

なる。パージョン表のパージョン番号は対

応する表の変更があった場合に、後で述べ

るように一つ増やす。

クライアントでは、検索の SQL文とそ

の検索で参照した表のパージョン番号(複

数)と検察結果の入ったキャッシュ・ファ

イルの名前を入れる表(キャッシュ情報

ファイル)と検索結果のキャッシュ・ファ

イルが必要となった。ただし、この検索s

Q L文には菌IJ間合わせば含めないとする。

これらを図示すると図 1のようになる。

クライアントのキャッシュ情報ファイノレ

にあるパージョン番号は前に検索した時の

SQL文{副間合わせは含めない)の参照

していた衰のパージョン番号である。その

検索結果のキャッシュファイルがクライア

ントにあることになる。そこで、次に検索

する場合には、検索コマンド (SQ L文)

をキャッシュ情報ファイルから検索し、閉

じものが見つかった場合には、さらにクラ

イアントにある検索キャッシュファイルの

有効性をサーバーにパージョン番号を問い

合わせることにより調べる。もし、サー

ノ〈ー側のテーブルに変更がない場合には、

クライアントにある検索結果のキャッシュ

ファイルを利用する。さもなくぱ、サー

ノ〈ー上で SQL文を実行して結果をクライ

アントに持ち帰りパージョン番号と検索結

果のキャッシュファイルを更新する。これ

が基本的なアイデアである。

サーパー

ノ〈ージョン表

表名 同一ジョン番号

クライアント

検索キャッシュファイル

図1 データベース等の変更点

3. アルゴリズム

クラアント・サーバーのSQLコマンド実

行は、次のような手順で行なう。

前に述べたように本提案では副間合わせ

がSQL文に含まれるかEうかが重要な因
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子となる。そこで劃間合わせを含まないs
QL検索文をSQL基本検索コマンドと呼

ぶことにする。副間合わせを含む場合をs
QL複合検索コマンドと呼ぶことにする。

ノレに検索に使用したSQLコマンド、バー

ジョン番号、検索結果を置く。

3. 2 SQL複合検索コマン

ド

3. 1 
ド

SQL基本検索コマン ( 1 )サーパー上でSQL検索コマンドを

SQL基本検索コマンドをクライアント

のアプリケーションから発行する場合は、

まずクライアント上のキャッシュ情報ファ

イルにある SQL文、各テーブルのパー

ジョン番号、キャッシュファイル名のレ

コードの SQL文と比較を行い、一致する

ものがある場合とない場合にわかれる。

場合 1: SQL基本検索コマンドに対応する

キャッシュファイノレがある場合

( 1 )サーバーから、 SQLコマンドで参照

されているテープノレのパージョン番号を

ノ〈ージョン番号表より全て得る。

( 2 )キャッシュ情報ファイルにある各

テープノレのパージョン番号を得る。

(3 )もし、キャッシュ情報ファイル上の

ノ《ージョン番号が全て、サーバー上の番号

よりも新しいか等しいならばキャッシュ

ファイル上のデータを検索結果とする。さ

もなくば、キャッシュ無しSQLコマンド

検索と同じ。

.場合2:SQL基本検索コマンドに対応す

るキャッシュがない場合(キャッシュ無し

SQLコマンド検索)

( 1 )サーバー上でSQL基本検索コマンド

を実行し、検索結果を得る。

(2 )サーバーから、上記SQLのテーブル

に関するパージョン番号を得る。

(3 )クライアント上のキャッシュファイ
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実行し、検索結呆を得る。

3. 3 SQL更新コマンド

( 1 )サーバー上でSQL更新コマンドを実

行する。

(2 )上記SQLコマンドで更新したテー

プノレのパージョン番号をサーバー上で一つ

上げ、替える。

3. 4 SQL挿入コマンド

( 1 )サーバー上でSQL挿入コマンドを

実行する。

(2)上記SQLコマンドで挿入したテー

プ.ルのパージョン番号をサーバー上で一つ

上げ、替える。

3. 5 SQL削除コマンド

(1 )サーバー上でSQL削除コマンドを

実行する。

(2 )上記SQLコマンドで挿入したテー

プノレのパージョン番号をサーバ}上で一つ

上げ、蓄積する。

3. 6 SQLテーブル作成コ

マンド

( 1 )サーバー上で SQLテープル作成コ

マンドを実行する。

(2 )上記SQLコマンドで作成したテー

プ.ノレ名称に対応するテーブルのレコードを

作成し、そのパージョン番号をサーバー上



でOにする。

3. 7 SQLテーブル削除コ

マンド

( 1 )サーバー上でSQLテープノレ削除コ

マンドを実行する。

(2 )上記SQLコマンドで削除したテー

プル名称に対応するテーブルのレコードを

消去する(サーバー上)

3. 8 SQLテーブル変更コ

マンド

( 1 )サーバー上で SQLテープノレ変更コ

マンドを実行する。

(2 )上記SQLコマンドに対応するテー

プルのパージョン番号をサーバー上で 1上

げる。

3. 9 サーバーでの SQLコ

マンド実行

上記していたものは全てクライアントか

らの SQLコマンド実行であるが‘サー

ノ屯ーでの SQLコマンド実行では、それが

単独のコマンドであるかプログラムに埋め

こまれたコマンドであるかに関係なく、更

新、削除、挿入などの衰を変更する場合は、

表に対応したパージョン表のパージョン番

号を一つあげることが必要である。

4. おわりに

本方式はまだ提案にすぎなく、 2、3の

問題を解決しなければならない。考えられ

る問題点としては以下のものがある。

検索結果のキャッシュファイルのセキュ

リティ上の問題がある。クライアントほ一

般にパーソナルコンピュータなので、単な

るパスワードによるセキュリティの確保は

難しく、暗号化等の対策が必要である。ま

た、クライアントのキャッシュファイルの

内容が故意に変更された場合、誤動作する

問題がある。これも上記のような暗号化等

の対策が必要である。サーパー上のパー

ジョン表にロックが集中する問題がある。

これは、シミュレーションや試作により実

験して本提案の効果とこの欠点のトレード

オフを調べる必要がある。

なお、本研究所の統合OAシステムのプ

ログラムを分析すると本方式は十分有効で

あろうと予測される。
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